
（鈴木委員 提出資料）  

「基本チェックリスト」による特定高齢者候補者の選定基準について  

L」象討の前提  

（1）介護予防事業における特定高齢者施策においては、特定高齢者は全高齢者人口の概  

ね5％程度と想定されているが、平成18年11月時点における市町村の実施状況調査（以  

下、「実態調査」という。）では特定高齢者の決定者は全高齢者人口に対して0．43％であ  

り、プログラム参加者は全高齢者人口の0．14％にとどまっている。  

（2）特定高齢者施策においては、「基本チェックリスト」をできるだけ、多くの高齢者   

に実施して特定高齢者を把握することによる事業の効果的な実施が期待されるもので  

あるが、実態調査ではアプローチできた高齢者は23％にとどまっている。  

→ 「基本チェックリスト」については、可能な限り多〈の高齢者に対して実施するこ  

とが望まれるが、現状においては、実態としてアプローチしうる高齢者め割合に基づ  

いたシミュレーションを行って基準を設定することが求められている。  

（3）また、現行の基準は、平成17年度に実施した「基本チェックリストに関する／くイ  

⊂】ツト調査＜参考1参照＞（以下、「パイロット調査」という）をふまえ、基本チェッ   

クリストを実施した高齢者の概ね10％程度の者を特定高齢者の候補者として選定する  

ことを想定して定められているが、実態調査では5．0％にとどまっている。  

→ 特定高齢者施策への参加者が高齢者人口の約5％となることを目標に、一定の条件  

をおくと、基本チェックリストを実施した者のうち、特定高齢者候補者の出現率が、  

25％程度となるよう、その選定基準を設定することが求められている。  
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2．検 討  

（1）現行の選定基準による特定高齢者候補者の出現率  

パイロット調査のデータをもとに、回答が記載されていない基本チェックリストの項   

目（以下、「欠損項目」という。）を「該当（1点）」とし、現行の選定基準（※1）に当   

てはめて再計算したところ特定高齢者候補者となる対象者は13．2％であった。  

＜表1参照＞  

※1 以下のいずれかに該当する者を特定高齢者の候補者として選定  

うつ関係を除く20項目のうち12項目以上該当  

運動器関係の全5項目に該当  

栄養改善関係の全2項目該当  

口腔機能関係の全3項目該当  

特定高齢者の候補者の出現率  

郎
 

＜
 
 

特定高齢者   対象者数   対象者に占める   

甫者の該当   （人）   割合（％）   

あり   823   13．2   

なし   5，390   86．8   

100．0  

（2）基本チェックリストの実施集団の特性について  

「パイロット調査」（悉皆調査）において分析対象とした集団をもとに、実態調査の   

結果（特定候補者の出現率が約5％）となる集団特性についてシミュレーションしたと   

ころ、下のような集団（※2）であると想定された。＜表2 参照＞  

※2J二の集団に現行の基準をあてはめると、特定高齢者の候補者は約6％となる。  

＜表2：＞ 4分位の各群おける基本チェックリスト実施対象者の抽出比並びに抽出率  

実施率が  

各群における基本チェック    25％の場合  
実施率  

群：総点数  50％の場合  
リスト実施者の抽出比  

の抽出率  の抽出率   

4   40％   80％   

2群：2 ～ 5   3   30％   60％   

3群：5 ～ 8   2   20％   40％   

1群：0 ～ 2                            」＿＿竺曇羊：8～25  10％   
．   ，  

20％  
．   

※各群は総得点の得点順位で各群が25％の割合となるように4つの群に分類した集団  

＜参考2 参照＞  
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（3）特定高齢者候補者の出現率が25％程度となる選定基準について   

（2）で想定した集団において、基本チェックリストの実施率が50％と想定して、特定   

高齢者候補者の選定基準を幾つか当てはめたところ、基本チェックリスト特定高齢者候   

補者が25％程度（※3）出現する基準は、「3．結 果」に記したとおり。  

※3 この集団にこの基準をあてはめると、特定高齢者の候補者は約25％となる。  

3．結 果   

実態調査において、基本チェックリストを実施した集団において、特定高齢者候補者が25％  

程度出現する選定基準は、以下のとおり。  

以下のいずれかに該当する者を特定高齢者の候補者として選定  

うつ関係を除く20項目のうち10項目以上該当   

・ 運動器関係の5項目のうち3項目に該当   

・ 栄養改善関係の全2項目該当  

■ 口腔機能3項目のうち2項目に該当  
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画 「基本チェックリストに関するパイロット調査」について  

○ 平成17年度「基本チェックリストに関するパイロット調査」   

・目 的：「基本チェックリスト」の妥当性の検証のため。   

・対象者：自立・非該当高齢者   

（要介護認定高齢者（要支援、要介護状態にある者）を除く。）   

・対象者数：6，213名   

・回収率：95．8％   

・調査期間：平成17年7月～8月   

・調査調査：対象となる高齢者に対して調査票を配布し1週間後に調査員が回収  

チェックリスト（1～25項目）総点数  

点数   人数   ％   累積％   

0   512   8，24   8．24   

1   611   9．83   18．08   

2   620   9．98   28．05   

3   59了   9．61   37．66   

4   553 臥90 46．56 

5   486   7．82   54．39   

6   461   7．42   61．81   

387   6．23   68．03   

8   361   5．81   73．85   

296   4．76   78．61   

10   231   3．72   82．33   

241   3．88   86．21   

12   165   2．66   88．86   

13   157   2．53   91．39   

14   141   2．27   93．66   

15   105   1．69   95．35   

75   1．21   96．56   

62   1．00   97．55   

18   46   0．74   98．29   

19   27   0．43   98．73   

20   25   0．40   99．13   

21   21   0．34   99．4了   

22   14   0．23   99．69   

23   0．18   99．87   
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